
Title 撫牛の初出と展開

Author(s) 茶圓, 直人

Citation 日本語・日本文化研究. 2019, 29, p. 350-359

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/73720

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



－ 350 －

『日本語・日本文化研究』第 29 号（2019）

 
 

 
 

1.  

15cm

 

2

2

 

 

2  

2008 1985

4 1  

1

 

2

 

3

 

4  

1 3

はじめに

。先行研究

撫牛の初出と展開

茶圏 直人



－ 351 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

2

4
2

 

 

3.

3.1.  

1967

 

撫牛の初出と展開

撫牛の初出



－ 352 －

『日本語・日本文化研究』第 29 号（2019）

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

(1984)



－ 353 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

(2001)

3 1746

 

 

3.2.  

 

6 

9 (1772 )

6 (1794 )
7( )

8 9

10

7 1787
11 

田沼と撫牛



－ 354 －

『日本語・日本文化研究』第 29 号（2019）

 

 

3.3.  

8 1837

12 25 4 26 7

13

14 2 1849
15 12 1812

 

 

 

3.4.

3.4.1.  

10 15

1818 11 19  

 

 

 

 
16 

遊女と撫牛

江戸期撫牛の展開

地方の撚牛



－ 355 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

2008

 

( )  

 

 

 
17 

4 1864

2

18 1772 1843

1800 19

 

3.4.2.  

2 1805

19 10
20 4

21

6

1853

22

庶民生活と撫牛



－ 356 －

『日本語・日本文化研究』第 29 号（2019）

4.  

29 1896

6 2 23

8 1919 7 1932

25 26

2  27 28 5

 

4 1929
29

2008
30  

( ) 

撫牛の展開ー近代



－ 357 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

 

 

 

 

 

( )  

 

 

 

 

 

 
31 

14 1925

1

2 1913

32

 



－ 358 －

『日本語・日本文化研究』第 29 号（2019）

 

 

5.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1984 pp.278-286 

2008 pp.327-339 

おわりに

参考文献



－ 359 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

 2001 pp.411-430 

1967  

46(1) 1985 pp.29-30 

46(1) 1985  p255 

1985  

 

 

1  
2 1799 p2 p8 
3 

 
4 1967 p44-45
5  

1969 p181
2019 6 16 (http://base1.nijl.ac.jp/~hanashibon) 

19 1928 p235
19 1983 p201 

116 1968 p223
1954 p172

12 ( )( ) 1999 p358   
13 1968 p157-158 
14  
15  
16 10 1980 p1153 
17 2008 p336  
18 1992 p635 
19 1978 p376 
20 1999 p319 
21 1999 p186 

1938 p72
23 1979 p313 
24 1974 2  
25 2019 6 16 4 4
(https://www.library.pref.osaka.jp/site/oec/ningyodou-index.html)  
26 25 1 6  
27 25 1 7 5 3  
28 1 48 25  
29 1981

4  
30 2019 5
13

 
31 17 p337-338
32 1913 p15 

 
注




